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令和７年９月２４日（水）

日本在宅療養支援病院連絡協議会 会長

医療法人 博仁会 志村大宮病院

理事長・院長 鈴木邦彦

在宅療養支援病院における在宅医療や介護との連携に関する役割と、現状の課題
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地域包括ケアシステムの構築

地域医療構想の実現

かかりつけ医機能の充実・強化

は三位一体

2040年に向けた医療提供体制改革の必要性



超高齢社会に必要な病院機能

大病院

中小病院

高度急性期病院（人口50～100万人に1か所）

↓

高度急性期、重症急性期の入院医療に特化

高機能病床10％以上

広域急性期病院（人口10～20万人に1か所）

在宅療養支援病院

地域包括ケアを支える病院

↓（人口2～4万人に1か所）

かかりつけ医機能

↑

慢性期病院→介護医療院へ

単科専門病院

医療型＝地域急性期病院

医療・介護型

医療・介護・生活型

＝
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地域共生社会を実現するための医療３条件

①高度急性期大病院の計画的整備よる集約化

②地域包括ケアを支える地域密着型中小病院の分散化

③かかりつけ医機能のさらなる充実・強化
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地域包括ケアを支える
地域密着型中小病院としての

在宅療養支援病院

地域包括ケアシステム

多職種のマンパワーを

地域に派遣し、

まちづくりの中心となる

かかりつけ医機能

ソロプラクティス診療所

を支援し、地域を

面で支える中心となる

地域医療構想

高度急性期大病院

とともに2つの軸の

1つとなる
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今後のかかりつけ医機能の担い手
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かかりつけ医機能を有する医療機関と広域急性期病院・高度急性期病院との連携

無床診
↓

かかりつけ医

患
者

高
度
急
性
期
病
院

（三
次
救
急
）有床診・中小病院

↓

かかりつけ医

介
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外来
在宅

外来
在宅
入院

在宅医療圏

二次医療圏

選択
紹介

紹介

連携

選択
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次
救
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）

紹介

紹介

紹介

連携拠点
（医師会等）

積極的機関
（在支診・
在支病等）

地域包括ケアシステム（日常生活圏域）

地域医療構想（医療計画）

連携

三次医療圏

（二次救急）
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かかりつけ医機能医療圏（仮称）

基本医療介護提供圏域（仮称）

市町村



市町村単位の基本医療介護提供圏域（仮称）設定の必要性

• 日常生活圏域

• 在宅医療圏

• かかりつけ医機能医療圏（仮称）
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基本医療介護提供圏域（仮称）
↓

市町村単位
（分割・統合可）



現状の課題と対策

① 在宅療養支援病院の普及と質の向上

② 介護施設との連携におけるマッチングの推進

③ 市町村単位の在宅医療圏の設定

④ かかりつけ医機能との連携

→市町村単位のかかりつけ医機能医療圏（仮称）の設定

⑤ 市町村単位の基本医療介護提供圏域（仮称）の設定 9



ご清聴ありがとうございました
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参考資料
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今後の日本に必要な医療

高度急性期医療

高齢化・人口減でニーズ

地域に密着した医療

超高齢社会でニーズ

新かかりつけ医（日医かかりつけ医機
能研修制度）により施設も在宅も活用

超高齢社会に対応
中小病院 既存資源の活用
有床診療所
日本型診療所
中負担

日本モデル
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既存資源を活用した日本型在宅支援モデル

中小病院 有床診療所 診療所

在宅療養支援病院 在宅療養支援診療所

在宅支援

自宅 介護施設

かかりつけ医機能

在宅ケアセンター

郡市区医師会

13



日本型在宅支援システム

急性期大病院

在宅医療圏

二次医療圏

在宅療養支援
診療所（有床診）

在宅療養支援病院
（中小病院）

在宅療養支援
診療所（無床診）

かかりつけ医
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地域密着型中小病院・有床診療所の役割

急性期大病院との連携

介護との連携行政との連携

医師会への人材派遣 診療所の在宅支援 まちづくり

地域密着型中小病院
・有床診療所

外来（かかりつけ医機能）
入 院
在宅支援
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2025年８月３１日現在

強化型（単独型） ３０６
強化型（連携型） ５７３
従来型 １２８７
合計 ２１６６

日本医師会地域医療情報システム
（ＪＭＡＰ）より

合計：1587 合計：1694

合計：2021
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在宅療養支援病院に関するアンケート調査
日本在宅療養支援病院連絡協議会 2023年3月5日～2023年4月13日 調査対象1,664病院 回答数152病院 回答率9.1%

35%

55%

6% 4%

訪問看護ステーションの設置数

0 １～２ ３～４ ５以上

79%

21%

居宅介護支援事業所の併設

ある なし

43%

57%

介護老人保健施設の併設

ある なし

39%

61%

通所介護の併設

ある なし

67%

33%

通所リハビリテーションの併設

ある なし

71%

29%

訪問リハビリテーションの有無

ある なし 17



日本在宅療養支援病院連絡協議会 ワーキンググループ組織図

理事会 日本在宅療養支援病院連絡協議会 総合ワーキング
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在支病：在宅 → かかりつけ医機能 → 連携 → 救急 → まちづくり
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茨城県保健医療計画に位置づけられた各施設の状況

在宅医療において積極的役割を担う医療機関
茨城県全体：１００施設

在宅医療に必要な連携を担う拠点
茨城県全体：７3施設

在宅療養支援診療所：５８施設
うち機能強化型：26施設

市町村：３８施設（34市町村）
うち地域包括支援センター（直営）：11施設

在宅療養支援病院：２６施設
うち機能強化型：14施設

地域包括支援センター（委託）：１５施設

在宅療養後方支援病院：４施設 医療機関：１５施設
うち在宅医療・介護連携推進事業における相談窓口
：８施設
うち在宅医療において積極的役割を担う医療機関
：７施設

一般診療所：７施設
うち在宅時医学総合管理料の届出あり：２施設

その他：５施設

一般病院 ：５施設
うち在宅時医学総合管理料の届出あり：３施設
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茨城県医師会における地域包括ケア推進のための取組

令和6年4月17日第３回郡市等医師会・市町村連携協議会資料より改変
２０２５．９月現在



介護施設の協力医療機関に関するアンケート調査
日本在宅療養支援病院連絡協議会 202４年５月２０日～202４年６月1２日

協力医療機関として契約を締結している介護施設数

法人内

法人外
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志村フロイデグループの在宅支援体制

介護老人保健施設
大宮フロイデハイム

介護老人福祉施設
御前山フロイデガルテン

志村大宮病院

在宅療養支援病院

＝
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訪問診療

おおみや
ホームヘルパーステーション・定期巡回サービス

ごぜんやま
ホームヘルパーステーション

訪問薬剤管理指導

訪問食事・栄養指導

おおみや配食サービスセンター

ごぜんやま配食サービスセンター

しろさと配食サービスセンター

おおみや総合ケアプランセンター

みと総合ケアプランセンター

ひたちなか総合ケアプランセンター

ごぜんやま総合ケアプランセンター

やまがた総合ケアプランセンター

おおみや訪問看護ステーション

志村大宮病院
訪問リハビリテーション

ごぜんやま訪問入浴サービスセンター

訪問介護
（24H対応）

定期巡回サービス

配食

居宅介護支援

宅配サービス

訪問看護（24H対応）

訪問リハビリ

訪問入浴

志村大宮病院 フロイデクリニック水戸

みと訪問看護ステーション

ひたちなか訪問看護ステーション

ともべ訪問看護ステーション

大宮フロイデハイム
訪問リハビリテーション

フロイデクリニックみと
訪問リハビリテーション

みと
ホームヘルパーステーション・定期巡回サービス

ひたちなか
ホームヘルパーステーション・定期巡回サービス

ともべ
定期巡回サービス

地域密着型
介護老人福祉施設
大宮フロイデドルフ

令和5年７月現在

みんなの内科外科クリニック
訪問リハビリテーション
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みんなの内科外科クリニック

フロイデクリニック水戸

在宅療養支援診療所

みんなの内科外科
クリニック

在宅療養支援診療所

＝

＝



志村大宮病院が協力医療機関となっている介護施設

福祉資源 常陸大宮市内 常陸大宮市外

介護老人福祉施設 ３（１） １

地域密着型介護老人福祉施設 ３（１）

介護老人保健施設 １（１）

グループホーム ６（１） ４（２）

小規模多機能型居宅介護 ３（２） ５（５）

看護小規模多機能型居宅介護 ３（３）

住宅型有料老人ホーム １ ２（２）

サービス付高齢者向け住宅 ２（１） ３（２）

３７（２１）内は当グループ数
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医療介護連携推進会議 年間スケジュール
２０２５年度 計画 勉強会 カンファレンス

４月 会議開催計
画

５月 主旨説明
施設訪問

病院・介護施設との連携について意見交換① カンファレンス

６月 病院・施設の基準説明 カンファレンス

７月 DNR,DNAR,BSCについての理解 カンファレンス

８月 歯科医師・歯科衛生士による口腔ケア カンファレンス

９月 呼吸器医師による、肺炎・誤嚥性肺炎につい
ての講演

カンファレンス

１０月 災害支援について考える カンファレンス

１１月 感染管理認定看護師による感染対策 カンファレンス

１２月 懇親会 管理栄養士による栄養管理について講演 カンファレンス

１月 ACPについて考える カンファレンス

２月 認知症についての理解を深める カンファレンス

３月 次年度計画 病院・介護施設との連携のついて意見交換② カンファレンス
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玄関先の消毒スプレー
これ以外は第三者評価の指導により
撤去されていた

グループホームの特性である
認知症の方・家庭的な環境を理解した
うえで、病院と同じ基準ではない
施設環境に合わせた感染対策の指導・
助言の視点が必要

介護施設への感染対策の指導・助言（グループホーム）

当院が協力病院となっている施設への支援①
感染対策訪問指導
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歯の模型を使用して具体的な口腔内の
清掃について実演する

今まで歯科医師、歯科衛生士より具体的
な助言を受けたことがなかったため、
毎回、多くの質問が出てくる

歯科医師・歯科衛生士による
特別養護老人ホームへの指導・助言

歯科衛生用品の具体的な使い方を
助言

※今まで２種類の衛生用品しか使用
したことがなかった

歯科衛
生士

歯科医師

当院が協力病院となっている施設への支援②
歯科医師、歯科衛生士による訪問指導
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